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体験型ワークショップ1

。日時と講師

『フ。レイノくツクシアター』

日時・ 2010年9月11日(土) 13:45~15:45 

講 師・橋本久仁彦(プレイパックシアターフ。ロデユース代表)

アシスタント:辻 育子(児童養護施設聖家族の家)，森洋介(龍谷大学短期大学部)

。企画の趣旨と概要

特集

様々な領域で多彩なグノレープアフ。ローチの研究ど実践を行っている橋本久仁彦氏を迎えて， Iフ。レイパック

シアター」のワークショップを開催した。プレイパックシアターとは， I参加者がストーリ ーを諮り，それを

アクター達がその場で即興劇として演じ返す(プレイパックする)独創的な演劇」をいう。語られるスト ー

リーは人によって様々だが，その場においては，相互の語り合い，分かち合いが本質的に大切なものとして，

一人ひとりの思いと語りと表現が丁寧に受けとめられる。

人は誰しも，生きている限り，何かに行き詰まったり心が苦しくなったり，また逆に何かに心打たれたり

喜びそ感じたりすることがあるだろう。日常において，この ような感情を内面的に深く椀り下げ，見つめ直

す機会は少ない。 しかし， もし，このごく日常の休験を丁寧に大切に扱うことができれば，人は，自らの仁1]

にいつもと違う感性が聞かれていくことを感じ，また思っている以上に豊かな自分を感じることができるの

ではないだろうか。プレイパックシアターを通して，過去のストーリーの見え方が変わると，人生の意味あ

いそのものが，それまでと違った新たなものに感じられ，新たに受けとめられることも可能となる。プレイ

ノ〈ツクシアターでは，そのようにして守られた暖かで安心で主る人間関係の中で，自らの経験や願いを率直

に自由に表現することができる。そして，自分自身の体験を丁寧にとらえ直すとともに，他者のストーリー

の中にも自分自身を見つけるこどによって，互いに共感しあい，相手をそして自分自身を大切にする貴重な

力を得ていくことができる。

参加者は，このプレイパックシアターのワークショップの中で他者に対して自分自身を開示していくこと

によって，自分自身に深く出会い直すフ。ロセスを体感し合った。さらに，対人援助の視点から，“他者の心に

寄り添い触れていく"には， 援助者自らが自分自身を知っていること，そ して 自分自身を大事にできること

が必要なのではないかどいうことを聞い直した。
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